
議 案 質 疑

議 案 質 疑

※発言の一部を抜粋して掲載

鷲﨑 義彦
■多久市体育施設条例の一部を改正す
る条例
Q 多久市緑が丘弓道場使用料決定の
経緯は
A 県内外の同規模
や国体会場となった
弓道場使用料、競技
者の増加、競技力向
上、普及について検討
し設定したものを、スポーツ審議会、教育委員会の審
議を経て、決定したものです。
Q どのような運営体制となるのか
A 供用開始後の維持管理費及び利用の状況等があ
る程度把握できるまで直営とし、その後指定管理等
の運営方式に移行できないか検討します。
Q 維持管理費等が市の財政に負担とならないか検
討したのか
A 将来的には、市の財政負担を考え、他の体育施設
等も含め、受益者負担の原則に基づいた使用料の見
直しが必要と考えています。

■ごみ処理施設建設地域振興費の地域振興対策経費
の減額について
Q スポーツ・レクリエーション施設建設費の減額１億
1,446万6千円の理由、内訳は
A 令和３年度の工事量等を精査し、工事請負費、工
事監理委託料を減額
しました。
Q 工事が遅れている
のか。
A １期工事として造
成工事、２期工事として施設整備工事という工事の発
注形態としたため、４年度の工事費が大きくなったも
のです。
Q 令和５年４月の供用開始は大丈夫か。また、維持管
理費等が市の財政負担とならない運営が必要では
A 造成を含め工事期間は１年と見込んでおり、事業推
進を図ります。将来的な維持管理費を踏まえた使用料
の算定も検討課題と認識しています。

樺島 永二郎
■子育て世帯への臨時特別給付
金
Q 支給対象児童は、高校生世代
への支給とあるが、その内容は
A ０歳から１８歳に達する日以降の最初の３月
31日までの間にある養育されている子どもで
す。
Q 学生ではなく、就労・無職の子どもが、同居・
別居している場合にも養育者に支給されるの
か
A 就学の有無、就労の有無、同居・別居に関係
なく、対象の子どもを養育している養育者へ支
給されます。
Q 支給対象とならない者は
A 本給付金は児童手当の所得基準が適用さ
れるため、基準を超える場合は支給対象外で
す。この他、対象の子どもが結婚し、その配偶者
が生計同一の場合は支給対象外です。

■営農再開・草勢樹勢回復等被害対策事業
Q 事業の概要は
A ８月の大雨による浸水等で被害を受けた農
家に対して、早期の営農再開と経営の安定を図
ることを目的に、生産資材の購入経費を一部補
助します。
Q 補助率３分の１が要件により２分の１になる
とあるが、その要件とは
A 令和元佐賀豪雨以降、２回以上被災をされ
た農家、また、被災時で就農後３年以内の新規
就農者で被災をされた方です。
Q 被災された農家への周知は
A 各部会での周知や、農家への資料の送付、
被害状況の聞き取りなどにより周知を行ってい
ます。また、
市のHPに
も掲載して
います。

田渕 厚
■多久市緑が丘弓道場
Q 市の体育施設等を利用する場合、
市外からの利用者は高く設定されて
いる。弓道場は同一料金では市民が納得できるの
か。行政サービスを利用し、利益を享受するなら応
分の使用料、手数料を負担し、公平性、公正性を確
保する必要がある。利用料金を同一にする理由は
A 弓道競技は一般競技と異なり競技人口が少な
く、県内弓道競技者の施設利用の促進を図るため
同一料金としています。負担の公平性に関しまして
は県内外の使用料
を参考にして、応分
の受益者負担の公
平性、公正性を確保
しています。

中島 慶子
■コミュニティ助成事業
Q コミュニティ助成事業助成金420
万円の詳細と、この時期での補正予
算への計上の理由は
A ２つの行政区に対して、一般コミュニティ助成
事業を行うものです。荕原公民館へのエアコン３
台設置に助成額170万円、山犬原公民館へのテー
ブル25台と椅子90脚の購入に助成額250万円で
す。補正予算計上の理由は、一般財団法人自治総
合センターの事業費にお
いて追加募集が行われ、
9月に追加の事業申請を
し、11月に採択されたた
め、今議会で補正予算と
して計上しました。

　令和3年11月市議会定例会は11月30日から12月15日まで（会期16日間）開かれました。今回
は8人の議員が市政一般に対する質問を行いました。
　11月定例会では、市長から提出されました議案15件（条例5件、予算9件、その他1件）の議案に
ついて審査し、いずれも原案どおり可決しました。議会からは、意見書1件を提出し、可決しました。

　令和３年 11月定例会
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あった場合のみ、掲載しています。

多久市体育施設条例の一部を改正する条例 
　審査の過程で、「多久市緑が丘弓道場」については、以前より議会から維持管理の問題や管理体制について
指摘されていました。今後１年間管理運営をするなかで、維持管理の問題点について調査研究を行い、１年後に
その結果を議会に報告するように意見がありました。
　本議案について、慎重に審査した結果、賛成多数で原案どおり可決すべきものと決定しました。
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